
　1月13日、川辺町中央公民館で成人式が行われまし

た。今年は151名が、晴れて大人の仲間入りをしまし

た。会場は厳かな中にも、成人になった喜びや意気

込みが伝わってくる若々しい熱気に満ちていました。

（詳しくは６ページをご覧ください。） 
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16
歳
以
上
の
75
％
が
所
有 

　
川
辺
町
で
は
平
成
18
年
末
時
点

で
、
７
１
２
９
人
の
方
が
自
動
車

や
二
輪
な
ど
何
ら
か
の
運
転
免
許

を
所
有
し
て
い
ま
す
（
左
表
参
照
）
。

町
内
の
運
転
免
許
所
有
率
は
年
々

増
加
し
、
平
成
18
年
で
は
免
許
取

得
可
能
な
16
歳
以
上
の
お
よ
そ
75

％
の
方
が
所
有
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

                   

増
加
す
る
高
齢
運
転
者 

　
川
辺
町
の
運
転
免
許
所
有
者
の

う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
１
１

４
５
人
で
、
運
転
免
許
所
有
者
の

う
ち
16
％
が
高
齢
者
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
高
齢
運
転
者
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
今
後
も
団
塊
の
世
代
が
高

齢
運
転
者
と
な
る
な
ど
、
こ
の
傾

向
が
続
い
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま

す
。 

      

減
ら
な
い
人
身
事
故 

　
残
念
な
が
ら
川
辺
町
に
お
い
て

も
、
人
身
事
故
は
毎
年
数
十
件
も

発
生
し
、
な
か
に
は
不
幸
な
こ
と

に
大
切
な
命
を
な
く
さ
れ
る
方
も

い
ま
す
。 

　
交
通
事
故
は
、
被
害
者
、
加
害

者
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
家
族
や

友
人
な
ど
、
多
く
の
人
を
不
幸
に

し
、
ま
た
そ
の
人
生
を
狂
わ
せ
て

し
ま
い
ま
す
。
川
辺
町
か
ら
交
通

事
故
で
不
幸
に
な
る
人
が
で
な
い

よ
う
、
私
た
ち
は
一
歩
家
を
出
た

ら
、
交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加

害
者
に
も
な
り
得
る
と
い
う
こ
と

を
再
度
自
覚
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
交

通
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

   

川
辺
町
の
交
通
安
全 

〜
行
政
処
分
者
率
県
下
ワ
ー
ス
ト
上
位
の
常
連
に
〜 

　まさか自分には起こらないだろうと考えてしまいがちな　まさか自分には起こらないだろうと考えてしまいがちな交通事故。しかし交通交通事故。しかし交通

事故は身近に潜んでいます。川辺町での事故発生状況や交事故は身近に潜んでいます。川辺町での事故発生状況や交通安全への取り組みか通安全への取り組みか

ら、自身の交通安全を今一度見直していただきたいと思いら、自身の交通安全を今一度見直していただきたいと思います。今月号は交通安ます。今月号は交通安

全を特集します全を特集します。 
（写真：小学校での交通安全教室の様子） 

　まさか自分には起こらないだろうと考えてしまいがちな交通事故。しかし交通

事故は身近に潜んでいます。川辺町での事故発生状況や交通安全への取り組みか

ら、自身の交通安全を今一度見直していただきたいと思います。今月号は交通安

全を特集します。 
（写真：小学校での交通安全教室の様子） 

川
辺
町
の
免
許
所
有
者 

川
辺
町
で
の
人
身
事
故 

川辺町の運転免許所有者数 （単位：人） 

資料：運転免許統計　岐阜県警察本部　交通部運転免許課 

川辺町内事故発生件数（人身事故） 

※「人口1000人あたりの死傷者数」は、各年10月1日現在の推計人口により算出。 

資料：ぎふ交通情勢 

（単位：人） 

運転免許所有者数 7129

1145

674

4001

888

332

3128

257

342

平成18年末 

計 男 女 

7033

1088

694

3965

863

335

3068

225

359

平成17年末 

計 男 女 

高齢者（65歳以上） 
運転免許所有者数 

若年者（16～24歳） 
運転免許所有者数 

年　次 

平成14年 

平成15年 

平成16年 

平成17年 

平成18年 

事故件数 

52

72

60

57

48

死者数 

0

1

0

3

2

負傷者数 

68

122

101

88

66

人口1000人あた 
りの死傷者数 

6.24

11.28

9.24

8.40

6.27
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追
突
と
出
会
い
頭
が
多
発 

　
川
辺
町
が
含
ま
れ
る
加
茂
署
管

内
で
は
、
例
年
６
０
０
件
前
後
の

人
身
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
（
表

参
照
）
。 

　
発
生
し
た
事
故
を
分
類
別
に
見

ま
す
と
、
追
突
事
故
と
出
会
い
頭

の
衝
突
事
故
が
群
を
抜
い
て
多
く
、

例
年
こ
の
２
つ
で
全
体
の
半
数
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。
　 

　
こ
れ
ら
は
前
方
不
注
意
や
車
両

間
隔
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
交

差
点
進
入
時
の
一
旦
停
止
無
視
な

ど
安
全
運
転
の
基
本
を
怠
っ
た
た

め
に
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も

の
で
す
。
自
分
の
運
転
技
術
を
過

信
す
る
こ
と
な
く
、
安
全
運
転
の

基
本
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

           

                                 

    

行
政
処
分
者
率
と
は 

　
行
政
処
分
と
は
、
違
反
や
事
故

の
減
点
の
累
積
に
よ
り
、
免
許
の

停
止
や
取
り
消
し
な
ど
の
処
分
を

受
け
る
こ
と
を
い
い
、
運
転
免
許

所
有
者
千
人
あ
た
り
の
行
政
処
分

件
数
を
行
政
処
分
者
率
と
い
い
ま

す
。 

 

不
名
誉
な
記
録 

ワ
ー
ス
ト
上
位
の
常
連
に 

　
川
辺
町
の
行
政
処
分
者
率
は
県

内
の
市
町
村
の
う
ち
、
平
成
17
年

が
ワ
ー
ス
ト
１
位
、
平
成
18
年
も

ワ
ー
ス
ト
２
位
と
い
う
大
変
不
名

誉
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
川
辺
町
以
外
で
も
、
加
茂

署
管
内
の
市
町
村
が
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
交
通
量
や
地
形
、
取

締
り
の
状
況
な
ど
様
々
な
要
因
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
全
体
と
し
て

重
大
な
交
通
ル
ー
ル
の
違
反
が
多

い
地
域
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

     

                    

処
分
理
由
は
速
度
違
反
が
最
多 

　
下
表
の
と
お
り
、
岐
阜
県
内
で

行
政
処
分
を
受
け
た
理
由
は
、
速

度
違
反
が
半
数
近
く
を
占
め
、
最

多
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
依

然
と
し
て
酒
酔
い
や
酒
気
帯
び
運

転
な
ど
、
飲
酒
に
よ
る
も
の
も
多

く
、
残
念
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

    

              

汚
名
返
上
に
向
け
て 

　
み
な
さ
ん
が
初
め
て
運
転
免
許

を
取
得
し
た
時
、
「
無
事
故
・
無

違
反
」
を
心
に
誓
い
、
緊
張
し
な

が
ら
運
転
し
て
い
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
運
転
に
慣

れ
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
「
こ
れ

く
ら
い
の
速
度
な
ら
大
丈
夫
」「
信

号
で
待
ち
た
く
な
い
」
と
い
っ
た

慢
心
や
ご
う
慢
が
出
て
き
て
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
意
識

が
重
大
な
ル
ー
ル
違
反
や
マ
ナ
ー

違
反
に
つ
な
が
り
、
交
通
事
故
を

誘
発
し
ま
す
。
川
辺
町
の
運
転
者

そ
れ
ぞ
れ
が
、
初
め
て
運
転
免
許

を
手
に
し
た
時
の
「
無
事
故
・
無

違
反
」
の
信
念
を
持
ち
続
け
、
早

く
こ
の
不
名
誉
な
状
況
か
ら
抜
け

出
し
ま
し
ょ
う
。 

加
茂
署
管
内
の
事
故 

川
辺
町
の
行
政
処
分
者
率 

資料：ぎふ交通情勢 （単位：人） 

（単位：件） 

加茂署管内の分類別事故発生件数（人身事故） 

年次 

平成15年 0

6

6

2

10

6

3

9

17

11

13

17

7

10

11

6

23

24

23

27

188

247

210

206

122

133

141

113

67

66

73

75

1

1

0

9

77

87

85

73

28

26

21

20

3

3

10

7

6

2

2

2

0

0

0

0

549

622

598

566

平成16年 

平成17年 

平成18年 

横断中 
通
行
中 

そ
の
他 

そ
の
他 

正
面
衝
突 

追
突 

出
会
い
頭
衝
突 

右
折
時
衝
突 

そ
の
他 

そ
の
他 

踏
切
事
故 

合
計 

す
れ
違
い
時
接
触 

転
倒
・
工
作
物
衝
突 

路
外
逸
脱
・
転
落 

横
断
歩
道 

人対車両 車両対車両 車両単独 

順位 

1 24 12.6

市町村名 

東白川村 

2 88 12.3川辺町 

3 70 11.9坂祝町 

4 36 11.2七宗町 

5
340 9.8美濃加茂市 

40 9.8富加町 

平成18年 

処分件数 
1000人あたり 
の処分件数 

順位 

1 96 13.6

市町村名 

川辺町 

2 75 12.9坂祝町 

3 40 12.3七宗町 

4 187 11.7大野町 

5 172 11.3岐南町 

平成17年 

処分件数 
1000人あたり 
の処分件数 

資料：運転免許統計 

岐阜県内の行政処分率ワースト５ 

岐阜県内の行政処分理由（平成18年） 

資料：運転免許統計 

速度違反 5293
酒酔い・ 
酒気帯び 
1454

シートベルト 
332

通行禁止 223

信号無視 293

指定場所不停止 204

踏切不停止 110 その他 901 事故（死亡） 118

事故（傷害） 
 2267
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　川辺町内で事故が多発している箇所を川辺交番で聞きました。以前は下川辺の国道41号線と町道0101号線（下

川辺・下町線）の三差路（鈴木酒店付近）での追突事故が最も多かったのですが、美濃加茂方面からの町道へ

の右折を禁止したことにより、事故は激減しました。しかし、まだ以下の箇所では特に事故が多く発生してい

ます。通行時にはいっそうの注意が必要です。 

川辺交
番で聞

きました
 

川辺交
番で聞

きました
 

川辺町内の事故多発箇所 

国道41号線での追突（上川辺御座野交差点など） 

【主な事故発生原因】 

　川辺町内の事故で最も多いのは、

国道41号線での追突事故です。

特に上川辺御座野交差点など普段

は黄色の点滅になっている信号の

交差点付近で多く発生しています。 

県道美濃川辺線と町道0106号線（幹線農道）の交差点（鹿塩の登り口） 

【主な事故発生原因】 

　この地点は、出会い頭の事故が

多く発生しています。一旦停止を

しなかったり、交差点での左右確

認を怠ったことが事故の原因とな

っています。 

国道418号線と町道0106号線（幹線農道）の交差点（山楠公園の登り口） 

【主な事故発生原因】 

　この地点も上記と同じく、出会

い頭の事故が多く発生しています。

ともにスピードを出しがちな２車

線の道路が交差する箇所であり、

大きな事故になる可能性が高い地

点といえます。 
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川
辺
町
の
交
通
事
故
件
数
は
、
平
成

18
年
、
19
年
と
連
続
し
て
減
少
し
て
い

る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
依
然

と
し
て
行
政
処
分
者
率
が
県
下
ワ
ー
ス

ト
２
位
と
い
う
残
念
な
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
平
成
19
年
だ
け
で
も
川

辺
町
か
ら
飲
酒
運
転
で
２
名
の
逮
捕
者

を
出
す
な
ど
、
飲
酒
運
転
に
対
す
る
認

識
の
甘
さ
が
気
に
な
り
ま
す
。
町
民
の

み
な
さ
ん
に
は
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な

い
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
し
、
今
後
も
飲
食
店
な

ど
へ
の
協
力
依
頼
に
も
力
を
入
れ
る
な

ど
、
飲
酒
運
転
の
追
放
に
努
め
て
い
き

ま
す
。 

　
ま
た
、
川
辺
町
は
通
過
交
通
が
多
く
、

事
故
を
す
る
の
は
町
外
の
方
だ
と
思
っ

て
い
る
町
民
の
方
が
多
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
が
、
実
際
に
は
地
元
の
方
の
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
事
故
は
決

し
て
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

気
を
引
き
締
め
て
運
転
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
は
交
通
安
全
協
会
の
活
動
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
交
通
安
全
街
頭
指
導
で
交
差
点
に
立
つ
姿
や
町
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
交
通
整
理
を
す
る
姿
を
見
か
け
た
こ
と
は
多
い

と
思
い
ま
す
。 

　
交
通
安
全
協
会
川
辺
支
部
は
、
各
地
区
か
ら
の
代
表
者
お

よ
そ
90
人
で
構
成
さ
れ
、
川
辺
町
の
交
通
安
全
の
た
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
活
動
内

容
は
毎
月
の
交
通
安
全
街
頭
指
導
や
季
節
毎
の
交
通
安
全
運

動
で
町
内
各
所
で
指
導
を
行
う
ほ
か
、
啓
発
車
で
の
パ
ト
ロ

ー
ル
、
川
辺
お
ど
り
・
花
火
大
会
や
ふ
れ
愛
ま
つ
り
な
ど
町

の
イ
ベ
ン
ト
で
の
交
通
整
理
、
小
学
生
や
高
齢
者
へ
の
交
通

教
室
や
研
修
指
導
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。 

　
今
後
も
川
辺
町
の
交
通
安
全
の
た
め
活
動
す
る
交
通
安
全

協
会
川
辺
支
部
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

　
日
頃
は
交
通
安
全
協
会
川
辺
支
部
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

　
交
通
安
全
協
会
は
、
街
頭
指
導
を
は
じ
め
、

イ
ベ
ン
ト
の
交
通
整
理
、
ほ
ぼ
毎
日
実
施
し

て
い
る
啓
発
車
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の

活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
献
身
的
に
活
動
し

て
く
だ
さ
る
役
員
の
方
に
は
、
身
内
の
こ
と

な
が
ら
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

　
毎
年
、
川
辺
町
内
の
運
転
免
許
を
お
持
ち

の
方
に
、
年
間
３
０
０
円
の
協
力
金
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
協
力
金
は
、
啓
発
車

の
維
持
費
、
の
ぼ
り
旗
や
看
板
の
設
置
費
用
、

活
動
の
た
め
の
保
険
料
な
ど
交
通
安
全
推
進

活
動
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
平
成
19
年
は
、
町
内
の
死
亡
事
故
が
０
件

に
終
わ
り
、
今
は
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
交
通
事
故
は
身
近
に
潜
ん
で
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
も
十
分
に
注

意
を
し
て
い
た
だ
き
、
特
に
夕
方
以
降
の
外

出
に
は
明
る
い
服
装
や
夜
光
反
射
材
を
身
に

つ
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　 

交番所長から町民のみなさんへメッセージ 交番所長から町民のみなさんへメッセージ 

川辺交番 

中島 寛幸  交番所長  

【問い合わせ先】　役場総務企画課　TEL53-2511（内線213） 

支部長から町民のみなさんへメッセージ 

加茂地区交通安全協会 

川辺支部 

所 昭  支部長 

シートベルト調査の様子 

イベントでの交通整理 

支部長から町民のみなさんへメッセージ 
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１
月
13
日
に
川
辺
町
中
央
公
民
館

で
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
川
辺
太
鼓
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

開
幕
し
、
佐
藤
光
宏
町
長
の
式
辞
や

来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
新
成
人
の
代
表

が
「
社
会
で
生
き
る
こ
と
に
意
義
と

喜
び
を
感
じ
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て

邁
進
し
ま
す
。
」
と
新
成
人
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
年
の
成
人
式
は
、
新
成

人
の
有
志
が
企
画
段
階
か
ら
参
加
し

て
お
り
、
司
会
進
行
役
を
務
め
た
り
、

思
い
出
の
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

や
、
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
上
映
な
ど
新
し
い
企
画
も
行
わ

れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

　
式
典
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
恩
師

や
旧
友
と
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。 

新成人宣誓をした漆田さんと中澤さん 

企画から司会まで務めた 
後藤さんと古田さん 

懐かしい恩師と再会 川辺太鼓によるアトラクション 

「ハイ、チーズ」 和やかな懇親会 

【問い合わせ先】 

　川辺町教育委員会 

　TEL53-2650（内線）515

川
辺
町
成
人
式 

希
望
と
自
覚
を
胸
に 

川
辺
町
成
人
式 
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分
団
長
　
　 

天
池 

英
治 

副
分
団
長
　 

田
口 

将
隆 

副
分
団
長
　 

加
藤 

大
幸 

副
分
団
長 

　
長
島 

慎
治 

副
分
団
長
　 

有
本 

輝
彦 

 

●
町
長
表
彰
（
５
年
） 

第
３
分
団
２
部   

山
田 

善
信 

第
１
分
団
１
部
　
伊
藤 

巧 

　
　
　
　
　
　
　
長
山 

武
士 

　
　
　
　
　
　
　
村
山 

裕
一 

第
１
分
団
２
部
　
横
田 

聖
治 

第
２
分
団
１
部
　
幸
村 

英
俊 

　
　
　
　
　
　
　
野
中 

祐
紀 

第
２
分
団
２
部   

池
田 

靖 

　
　
　
　
　
　
　
堀
江 

政
幸 

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木 

伸
一 

　
　
　
　
　
　
　
辻
　 

昌
人 

第
３
分
団
１
部
　
馬
場 

慎
哉 

　
　
　
　
　
　
　
土
谷 

佳
充 

第
３
分
団
２
部   

小
原 

雅
也 

　
　
　
　
　
　
　
古
田 

隆
博 

第
３
分
団
３
部   

酒
井 

伸
明 

　
　
　
　
　
　   

山
内 

和
明 

　
　
　
　
　
　
　
村
上 

徹
治 

●
団
長
表
彰
（
３
年
） 

第
１
分
団
１
部   

佐
伯 

貴
之 

　
　
　
　
　
　
　
木
下 

誠 

　
　
　
　
　
　
　
金
澤 

浩
和 

第
１
分
団
２
部
　
横
田 

幸
一 

第
２
分
団
１
部
　
蟹
江 

貴
之 

　
　
　
　
　
　
　
平
岩 

明
憲 

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺 

博
生 

　
　
　
　
　
　
　
馬
場 

英
樹 

　
　
　
　
　
　
　
道
家 

一
幸 

第
２
分
団
２
部
　
松
井 

良
一 

　
　
　
　
　
　
　
佐
伯 

文
生 

　
　
　
　
　
　
　
羽
賀 

茂
男 

第
３
分
団
１
部
　
佐
合 

邦
尚 

　
　
　
　
　
　
　
平
井 

武 

第
３
分
団
２
部
　
佐
々
木 

知
宏 

　
　
　
　
　
　
　
所 

　
浄
伸 

　
　
　
　
　
　
　
長
尾 

圭
史 

　
　
　
　
　
　
　
古
田 

伸
二 

第
３
分
団
３
部
　
山
田 

　
司 

第
４
分
団
　
　
　
田
口 

秀
秋 

 

●
退
職
者
表
彰 

（
岐
阜
県
知
事
・
楯
） 

元
副
分
団
長
　
田
口 

智
弘 

元
部
長
　
　
　
山
田 

伸
二 

元
班
長
　
　
　
山
口 

弘
彦 

元
班
長
　
　
　
加
藤 

博
樹 

 

●
岐
阜
県
知
事
表
彰 

（
永
年
勤
続
功
労
章
） 

副
団
長
　
　
　
佐
伯 

雄
幸 

消
防
司
令
補
　
兼
松 

靖
典 

（
功
労
章
）    

　
　          

分
団
長
　
　
　
道
家 

克
哉 

分
団
長
　
　
　
桜
井 

直
樹 

（
消
防
団
員
優
秀
家
族
表
彰
） 

桜
井 

直
樹
（
妻
）
　
百
恵 

横
田 

博
生
（
妻
）
　
知
子 

 

●
中
濃
振
興
局
長
表
彰 

（
功
労
章
） 

分
団
長
　
　
　
日
下
部 

宏
暁  

 

●
岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰 

（
勤
労
章
２０
年
） 

副
団
長
　
　
　
佐
伯 

雄
幸 

（
功
績
章
） 

分
団
長
　
　
　
天
池 

英
治 

副
分
団
長
　
　
田
口 

将
隆 

副
分
団
長
　
　
長
島 

慎
治 

副
分
団
長
　
　
有
本 

輝
彦 

副
分
団
長
　
　
加
藤 

大
幸 

部
長
　
　
　
　
神
田 

貴
裕 

団
員
　
　
　
　
若
井 

剛 
 

●
加
茂
郡
消
防
協
会
長
表
彰 

（
勤
労
章
１５
年
） 

分
団
長
　
　
　
丹
羽 

信
一 

（
勤
労
章
１０
年
） 

分
団
長
　
　
　
日
下
部 

宏
暁 

副
分
団
長
　
　
田
口 

将
隆 

副
分
団
長
　
　
加
藤 

久
雄 

副
分
団
長
　
　
加
藤 

大
幸 

班
長
　
　
　
　
赤
塚 

健
志 

団
員
　
　
　
　
横
田 

尚
人 

団
員
　
　
　
　
林 

孝
雄 

（
表
彰
状
） 

表彰されたみなさん（敬称略） 

勇壮な車両分列行進 表彰の様子 

　
１
月
４
日
、
新
春
恒

例
の
消
防
出
初
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
中
央
公

民
館
で
の
式
典
で
は
、

消
防
活
動
に
功
績
の
あ

っ
た
方
の
表
彰
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
中
川
辺
の

本
町
通
り
で
の
車
両
分

列
行
進
、
川
辺
漕
艇
場

で
の
一
斉
放
水
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
　 

　
一
斉
放
水
で
は
、
赤

や
青
な
ど
の
色
を
つ
け

た
カ
ラ
フ
ル
な
放
水
が

さ
れ
る
と
、
ダ
ム
湖
に

は
き
れ
い
な
虹
も
現
れ
、

来
賓
や
観
客
か
ら
大
き

な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
川
辺
町
消
防
団
で
は
、

新
団
員
の
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
各
地

区
の
消
防
団
員
も
し

く
は
役
場
総
務
企
画

課
消
防
担
当
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
役
場
総
務
企
画
課 

　
　
５
３
―
２
５
１
１ 

　
　
（
内
線
）
２
１
３ 

消
防
団
員
募
集
中 

新
春
恒
例 
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　各地区の子ども会の高学年の子どもた

ちに、子ども会におけるリーダーの資質

を養ってもらおうと、冬季インリーダー

研修会が行われました。ＪＬＣ（ジュニ

アリーダーズクラブ）のメンバーの指導

のもと、レクリエーションなどを通じて、

仲間作りや率先して参加することを学び

ました。 

　会の後半には、ＪＬＣのメンバーが扮

するサンタクロースや大きなクリスマス

ケーキが登場して、会を盛り上げました。 

　川辺町内の各保育所で、劇発表会が

行われました。 

　会場には子どもの晴れ姿を見ようと、

カメラやビデオを持った保護者の方が

多く詰めかけていました。園児たちが

可愛らしい衣装で登場し、何週間もかけて練習してきた劇を上手に

披露すると、大きな拍手や歓声が起こっていました。 

　安田昌次さん（鹿塩）と川辺町女性の会中川辺支部（渡辺ゆう子

支部長）に、加茂署より感謝状が贈られました。安田さんは加茂署

協議会委員を長年にわたり務められた功績が、女性の会中川辺支部は、

川辺交番へ雑巾の寄贈を続けていることが評価されたものです。 

　安田さんは「在任中に青色回転灯パトロール車の導入や地域の防

犯パトロール隊の結成ができてよかった。感謝状をいただけたのも

協力いただいた方のおかげです。」、女性の会の渡辺さんは「私たち

の先輩の代から、何十年と続けてきたことが評価されてうれしい。」

とそれぞれ喜びを語りました。 

20
12

（木） 　統計調査に功績があったとして、田原武子

さん（西栃井）が岐阜県知事表彰、佐藤佳代

さん（比久見）が岐阜県統計協会長表彰をそ

れぞれ受賞しました。 

　お二人は、統計調査員として国勢調査や工

業統計調査など数々の統計調査に数十回にわ

たり協力をされ、その正確・丁寧な調査が高

く評価されての受賞となりました。 

12
18

（火） 

8
12

（土） 

15
12

（土） 
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田原さんへ町長から感謝状が 

手渡されました 

　県民栄誉賞の表彰式が岐阜市の県民ふれあい会館で開かれ、川辺

町からは加茂高校ボート部の三輪綾乃さん（石神）と篠田成美さん（石

神）が団体受賞しました。 

　三輪さんと篠田さんはインターハイで優勝したほか、篠田さんは

岐阜県選抜として出場した秋田国体でも優勝し、栄えある受賞とな

りました。受賞についてお二人は「受賞は驚きで、まだ実感はない

です。」と語ってくれました。 

　12月26日から30日にかけて、年末夜警が行われました。 

　これは町民のみなさんが、安心して新年を迎えられるよう、毎年

実施されており、各消防団が消防車などで町内を巡回し、防火を呼

びかけました。27日には、町長や町議会議員のほか、中濃振興局長

や加茂警察署長らが夜警を巡視し、町内8箇所の詰所で、消防団員

に激励の言葉をかけました。 

◎
寄
付
・
寄
贈 

◎
奉

仕

作

業 

18
12

（火） 

27
12

（木） 

〜
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜 

寄
付
・
寄
贈
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

《
川
辺
町
へ
》  

田
原
　
太
義
　
様
　
　 

　
　
　
　
　
　
￥
１
，０
０
０
，０
０
０ 

　
川
辺
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
役
立
て
て
く 

だ
さ
い
と
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

と
う
し
ん
地
域
振
興
協
力
基
金
　
様 

　
　
　
　
　
　
　
　
￥
１
５
０
，０
０
０ 

　
岐
阜
県
下
に
お
け
る
地
域
社
会
の
活
性
化 

を
目
的
と
し
て
各
種
事
業
に
助
成
す
る
「
と 

う
し
ん
地
域
振
興
協
力
基
金
助
成
金
」
よ
り
、 

海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
普
及
事
業
と
し
て
、
カ
ヌ 

ー
お
よ
び
パ
ド
ル
の
購
入
に
助
成
し
て
い
た 

だ
き
ま
し
た
。 

十
六
銀
行
　
様 

　
　
　
　
　
　
書
籍
60
冊
（
10
万
円
相
当
） 

　
会
社
創
立
１ 

３
０
周
年
を
記 

念
し
た
地
域
貢 

献
活
動
の
一
環 

と
し
て
、
書
籍 

を
寄
贈
し
て
く 

だ
さ
い
ま
し
た
。 

準
備
が
整
い
し 

だ
い
、
中
央
公 

民
館
図
書
室
で 

貸
し
出
し
ま
す
。 

 

榊
間
石
油
川
辺
給
油
所
　
様 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

￥
３
０
，０
０
０ 

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
　 

岐
阜
加
茂
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
　
様 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

￥
１
０
，０
０
０ 

 

《
川
辺
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
》  

天
池
基
之
　
様
　
　
　
　
￥
１
０
０
，０
０
０ 

 

《
授
産
施
設
ゆ
う
ゆ
う
舎
川
辺
へ
》 

Ｋ
Ｙ
Ｂ
労
働
組
合
　
様
　
　
活
動
着
２
０
枚 

美
濃
加
茂
社
会
福
祉
協
力
会
　
様 

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

￥
２
０
，０
０
０ 

 

《
歳
末
助
け
合
い
募
金
へ
》 

川
辺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
様
　
￥
５
４
，１
５
０ 

Ｋ
Ｙ
Ｂ
労
働
組
合
　
様   

￥
４
０
，０
０
０ 

禅
原
寺
花
園
女
性
部
　
様  

￥
３
０
，０
０
０ 

あ
す
な
ろ
会
　
様
　
　   

￥
１
０
，０
０
０ 

川
辺
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催 

　
　
　
　
　
　
　
地
域
福
祉
講
演
会
　
様 

　
　
　
　
　
　
　
　
　    

￥
３
，８
５
０ 
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五
時
の
鐘
「
童
は
見
た
り
野
中
の
バ
ラ
」
と
 

 
明
日
へ
つ
な
が
る
夕
空
渡
る
　
　
　
　
　
長
瀬
　
宗
子
 

 
 

日
輪
の
早
廻
り
し
つ
つ
暮
れ
て
ゆ
き
 

 
今
日
の
予
定
の
草
取
り
急
ぐ
　
　
 
 
　
赤
坂
富
美
子
 

 
 

ア
フ
リ
カ
の
難
民
画
面
に
眺
め
つ
つ
 

 
ぬ
く
ぬ
く
煮
込
み
し
大
根
を
盛
る
 
 
 
肥
田
　
節
子
 
 
 

 
 

ダ
ム
の
湖
に
沈
み
し
校
舎
の
屋
根
見
え
て
 

 
一
村
眠
る
水
平
の
青
　
　
　
　
　
　
 
 
松
岡
　
久
美
 

 
 

大
根
引
く
入
り
陽
に
わ
れ
の
長
き
影
 

 
肌
に
冷
た
き
風
の
通
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
横
山
　
寿
子
 

 
 

絶
え
間
な
く
流
る
る
雲
に
煽
ら
れ
て
 

 
鈍
き
日
差
し
は
オ
ー
ロ
ラ
と
な
り
　
　
　
山
田
　
志
ま
 

 
 

手
に
触
れ
て
憶
い
交
ご
も
主
の
な
き
 

 
「
矢
立
」
は
今
も
昔
を
語
る
　
　
　
　
　
岩
井
三
千
代
 

 
（
矢
立
は
昔
の
筆
記
用
具
）
 

 
 

湧
水
の
底
に
沈
め
る
石
豆
腐
 

 
老
女
の
掬
ふ
手
ご
た
へ
を
見
る
　
　
　
 
遠
藤
　
正
枝
 

 
 

爺
さ
ま
と
下
刈
り
終
へ
て
昼
餉
時
 

 
お
に
ぎ
り
の
味
最
高
の
あ
じ
　
　
　
　
　
渡
辺
　
節
夫
 

 
 

九
年
を
戦
地
に
在
り
し
叔
父
な
れ
ど
 

 
一
夜
を
病
み
て
永
久
に
帰
ら
ず
　
　
　
　
山
田
　
君
子
 

 
 

青
き
地
球
月
面
ゆ
る
り
と
登
り
く
る
 

 
宇
宙
の
旅
か
と
居
住
ま
ひ
直
す
　
　
　
　
垣
下
　
博
子
 

去
年
今
年
貫
く
な
が
れ
木
曽
大
河
　
　
　
　
纐
纈
　
年
夫 

正
月
や
ガ
ラ
ス
戸
越
し
の
空
の
青
　
　
　
　
青
山
　
初
代 

冬
鳥
よ
ぬ
く
き
日
ざ
し
を
選
び
て
は
　
　
　
渡
辺
　
武
子 

　少しずつ、春の訪れを感じる季節になりました。 

　公民館図書室は窓からの眺望が自慢で、米田富士やダム湖でのボート部の練習を眺めることができます。まだ

外は寒いですが、窓際の席はガラス越しに暖かい春の日差しを感じることが出来ます。このような季節は図書室

でのんびり読書はいかがでしょうか。新しい図書も入りましたので、ぜひ図書室にお越しください。 

【題名】望みは何と訊かれたら 

 　　　  環境問題を知りつくす本 

　　　   美か、さもなくば死を 

 　　　  本朝金瓶梅　お伊勢篇 

 　　　  夜明けの街で 

　　　   わたしおてつだいねこ 

 　　　  うみへいくピン・ポン・バス 

 　　　  おばけのジョージーともだちをたすける 

 　　　  おまじなつかい 

 　　　  １ねん１くみ１ばんくいしんぼう 

 　　　  おへそのあな 

 　　　  あなたがもし奴隷だったら 

【作家】小池真理子 

 　　　  山本茂 

　　　   林真理子 

 　　　  林真理子 

 　　　  東野圭吾 

　　　   竹下文子 

 　　　  竹下文子 

 　　　  ロバート・ブライト 

 　　　  なかがわちひろ 

 　　　  後藤竜二 

 　　　  長谷川義史 

 　　　  ジュリアス・レスター 

開館時間 10:00～18:00 
　(土・日) 10:00～17:00公民館図書室だより 

「おばけのショージー 
ともだちをたすける」 

「１ねん１くみ１ばん 
くいしんぼう」 

「おへそのあな」 

【問い合わせ先】 

中央公民館図書室 

TEL 53-2650

【新着図書の紹介】 

「美か、さもなくば死を」 

「環境問題を知りつくす本」 
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凍
蝶
に
思
わ
ず
声
を
か
け
に
け
り
　
　
　
　
佐
伯
美
千
代 

雪
だ
る
ま
里
芋
が
目
の
馬
籠
宿
　
　
　
　
　
名
倉
　
晃
子 

初
夢
や
大
鷹
の
目
の
鋭
さ
よ
　
　
　
　
　
　
寺
田
　
島
子 

背
を
立
て
し
国
語
教
師
や
寒
水
仙
　
　
　
　
土
屋
　
正
子 

毛
糸
玉
一
段
編
む
ご
と
遠
く
な
り
　
　
　
　
馬
場
　
清
一 

縦
書
き
に
横
書
を
足
し
年
賀
状
　
　
　
　
　
馬
場
　
孝
仁 

夢
初
め
歌
舞
伎
の
大
見
得
き
る
所
　
　
　
　
若
井
　
国
光 

子
の
刻
を
過
ぎ
れ
ば
子
年
初
詣
　
　
　
　
　
馬
場
　
周
一 

初
恋
　
　
　
愛
す
る
人
の
胸
に
住
む
　
 
　
肥
田
　
良
仙
 

 
　
　
　
　
永
久
の
心
の
隅
に
住
む
　
　
　
丹
羽
　
美
晴
 

 
 
 
 
　
胸
躍
ら
せ
て
チ
ョ
コ
渡
す
　
　
井
戸
　
幸
女
 

恵
方
の
宮
　
夜
明
け
の
願
い
に
人
集
う
　
　
井
戸
　
諷
子
 

 
 
 
 
 
元
朝
に
柏
手
響
く
　
　
　
　
　
西
村
穂
奈
美
 

 
　
　
　
　
裸
で
も
ん
で
厄
払
う
 
 
　
　
平
岡
　
景
芳
 

 
 
 
 
 
お
伊
勢
様
へ
と
バ
ス
続
く
　
　
江
口
　
豊
翆
 

嫁
が
君
　
　
か
べ
に
穴
明
け
通
っ
と
る
 
 
武
市
　
美
祥
 

 
 
 
 
 
重
ね
餅
に
は
歯
も
立
た
ぬ
 
 
村
瀬
　
緑
風
 

七
夕
　
　
　
東
北
の
街
人
が
押
す
 
 
 
　
武
市
　
美
祥
 

　
　
　
　
　
乙
女
の
夢
を
笹
に
吊
る
　
　
　
平
岡
　
南
芳
 

 
 
 
 
 
逢
う
瀬
を
照
ら
す
銀
河
澄
む
　
片
桐
　
桐
花
 

尊
敬
　
　
　
大
使
の
ビ
ザ
を
語
り
継
ぐ
　
　
白
村
　
紀
泉
 

　
　
　
　
　
師
の
恩
を
脳
裏
に
刻
む
 
 
　
江
口
　
豊
翆
 

 日本人の死因のワースト3は、がん、心臓病、脳卒中です。このうち2位の心臓病

と3位の脳卒中の発症にはメタボリックシンドロームが深く関連しています。この

機会にぜひ、自分の体、運動、食生活について向き合ってみませんか。 

食事量と身体活動の関係を知りましょう 

　内臓脂肪がたまり、腹囲や体重が増えたのは、食事で摂取するエネルギーと生

命維持や生活で消費するエネルギーの収支バランスが崩れ、摂取エネルギーの方

が消費エネルギーよりも多くなっているからです。　食事量と身体活動の関係は

どうなっているでしょう。 

　毎日、飴玉1個食べると超過エネルギー30Kcalで1年後には体重が1.6㎏も増加す

ることになります。みなさんの食べ方、身体活動はどうでしょうか。一度見直して

みてください。食事の量を減らすだけでは脂肪と一緒に筋肉も落ちてしまいます。

筋肉が減ると、生きていくために最低限必要な基礎代謝が低下して太りやすい体に

なります。こうしたことを防ぐためには食事に併せ運動も行うことが大切です。 

（左から地区・出生児・保護者・性別の順） 

 

12月中の届け出 

＊本人及び届け出を出された方の希
望により掲載しています。 
「掲載を希望される方は、届け出（戸
籍届出・証明書請求など）の際に住
民課窓口に申し出ください。」 
＊敬称略 

（左から地区・死亡者・年齢・性別・世帯主の順） 

 

亡 

出　生 

上川辺　　　木　あかね      

　＝郡上市　　　　　村瀬　和樹 

石　神　　堀江　まゆみ      

　＝多治見市　　　　木下　叔紀 

中川辺　　大矢　貴友      

　＝大野町　　　　　鈴木　聖子 

福　島　　井上　志保子      

　＝中津川市　　　　三宅　建司 

下吉田　　馬場　慎哉      

　＝下吉田　　　　　天野　美幸 

 

 

結　婚 

人　口……… 11，091人    （35減）  

男………………5，463人    （増減なし） 

女………………５，628人  （35減） 

世帯数………３，632世帯  （43増） 

平成20年1月１日現在の人口・世帯数 

（カッコ内は前年同月比） 

石　神　　井　戸　順連汰     雅信　　男 

石　神　　井　澤　風　花     誠　　女 

中川辺　　今　井　愛　子　　邦洋　　女 

中川辺　　田　口　翔　聖　　裕之　　男 

中川辺　　永　吉　彩　愛　　秀充　　女 

上川辺  

上川辺  

中川辺 

鹿 塩  

福 島   

比久見

比久見

比久見 

下麻生 

下麻生 

下麻生 

じゅんれんた 

ふう　 か 

あい　 こ 

と　　わ 

さ　　な 

死　 

【問い合わせ先】川辺町保健センター　TEL . 53-2515

62歳 男　本人 

86歳  女　直喜

79歳 男　本人

85歳 女　正一

74歳  男　本人

68歳　男　本人 

75歳 男　本人 

85歳 男　本人 

91歳 男　本人 

86歳 女　松美 

86歳 男　本人 

柴　田　福　行 

　　畑　まさゑ 

井 内 　 功  

横　田　たまゑ 

中 川 勝 男  

佐 伯 勝 彦  

肥 田 良 二  

山 田 和 夫  

西 村 卓 郎  

佐 伯 俊 子  

佐 伯 馨 三  

平成19年度生活習慣病予防週間スローガン 

「向き合おう　自分の体　自分の生活」 「向き合おう　自分の体　自分の生活」 

*エネルギー量は目安。体重80㎏の人の場合 

・ごはん1杯 

・食パン1枚（6枚切り） 

・大福もち1個 

・ビール中ビン1本 

・日本酒1合 

160Kcal＝ 

235Kcal＝ 

200Kcal＝ 

 　・歩行なら38分 

 ・速歩なら29分 

  ・自転車なら42分 

 ・洗車なら56分 

 ・こどもと遊ぶなら36分 

 ・ゴルフ（カートを使って）なら41分 
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平
成
19
年
分
所
得
税
の
申
告
と

納
税
は
２
月
18
日
（
月
）
か
ら
３

月
17
日
（
月
）
ま
で
で
す
（
土
日

は
除
き
ま
す
）。
申
告
は
関
税
務
署

ま
た
は
町
の
各
相
談
会
場
を
ご
利

用
い
た
だ
く
ほ
か
、
関
税
務
署
へ

直
接
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。（
還
付
申
告
は
２
月
13
日（
水
）

よ
り
受
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
広
報
か
わ
べ
１
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
） 

 

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人 

①
平
成
19
年
中
に
事
業
（
営
業
、

　
農
業
等
）
、
不
動
産
、
一
時
、

　
譲
渡
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

　
で
、
所
得
の
合
計
額
か
ら
各
種

　
所
得
控
除
を
差
し
引
い
て
計
算

　
し
た
税
額
が
、
税
額
控
除
の
額

　
（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な

　
ど
）
よ
り
多
い
人
。 

②
給
与
所
得
者
で
も
次
の
い
ず
れ 

 
 

　
か
に
該
当
す
る
人
は
申
告
し
て

　
く
だ
さ
い
。 

・
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
人 

　
（
年
の
途
中
で
退
職
し
た
人
な

　
ど
）
。 

・
給
与
所
得
及
び
退
職
所
得
以
外

　
の
所
得
の
合
計
が
20
万
円
を
超 

　
え
る
人
。 

・
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
等
の
支

　
払
い
を
受
け
た
人
で
、
年
末
調

　
整
を
受
け
な
い
従
た
る
給
与
の

　
収
入
金
額
と
給
与
や
退
職
所
得

　
以
外
の
所
得
と
の
合
計
が
20
万

　
円
を
超
え
る
人
。 

・
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円
を

　
超
え
る
人
。 

③
給
与
所
得
者
・
公
的
年
金
受
給

　
者
で
各
種
控
除
（
医
療
費
控
除

　
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な

　
ど
）
に
よ
り
、
源
泉
徴
収
さ
れ

　
た
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人
。 

       

　
平
成
20
年
度
町
県
民
税
（
平
成

19
年
分
の
所
得
を
も
と
に
平
成
20

年
度
に
課
税
）
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
税
の
申
告
は
２
月
18
日
（
月
）

か
ら
３
月
17
日
（
月
）
ま
で
で
す

（
土
日
は
除
き
ま
す
）。 

　
申
告
は
役
場
相
談
会
場
ま
た
は

最
寄
り
の
地
区
相
談
会
場
（
次
頁

参
照
）
を
ご
利
用
い
た
だ
く
ほ
か
、 

役
場
税
務
課
へ
直
接
郵
送
で
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
川
辺
町

で
は
、
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る

人
に
は
あ
ら
か
じ
め
申
告
書
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。） 

  

町
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人 

①
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
町
内

　
在
住
か
つ
前
年
中
（
平
成
19
年

　
１
月
１
日
〜
平
成
19
年
12
月
31  

　
日
）
に
所
得
が
あ
っ
た
人
で
、

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。 

・
事
業
（
営
業
、
農
業
等
）
、
不

　
動
産
、
一
時
、
譲
渡
な
ど
の
所

　
得
が
あ
っ
た
人
。 

・
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所

　
得
が
あ
っ
た
人
。(

所
得
税
と
違

　
い
、
給
与
以
外
の
所
得
が
20 
万

　
円
以
下
の
場
合
も
申
告
が
必
要

　
で
す
。) 

・
給
与
所
得
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル

　
バ
イ
ト
の
人
な
ど
を
含
む
）
で

　
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

　
が
川
辺
町
へ
提
出
さ
れ
な
か
っ

　
た
人
。 

・
給
与
所
得
者
や
公
的
年
金
受
給

　
者
で
、
各
種
所
得
控
除
（
医
療

　
費
控
除
等
）
を
受
け
る
人
。 

②
前
年
中
収
入
が
な
く
て
も
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

　
町
・
県
民
税
申
告
書
裏
面
の
該 

　
当
欄
に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。 

・
所
得
が
な
い
旨
の
証
明
書
等
の

　
発
行
を
必
要
と
す
る
人
。 

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

　
る
人
。（
申
告
が
な
い
と
、
保
険

　
税
の
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
な

　
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。） 

 

申
告
の
必
要
が
な
い
人 

①
平
成
19
年
分
所
得
税
の
確
定
申

　
告
を
す
る
人
。 

②
給
与
所
得
以
外
の
所
得
の
な
い

　
人
で
、
勤
務
先
か
ら
川
辺
町
へ

　
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ

　
っ
た
人
。（
年
末
調
整
を
し
て
い

　
な
い
人
は
除
き
ま
す
。） 

③
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
亡

　
く
な
っ
た
人
。 

 

所
得
税
の
申
告
に
つ
い
て 

町
県
民
税
お
よ
び
国
民
健
康 

保
険
税
の
申
告
に
つ
い
て 

平成１９年分所得税の申告および平成２０年度 

町県民税・国民健康保険税の申告について 

平成１９年分所得税の申告および平成２０年度 

町県民税・国民健康保険税の申告について 
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対象地区 

全地区 

鹿塩 鹿塩公民館 

役場3階 
第３会議室 

2月18日（月） 
～3月17日（月） 

2月21日（木） 

下飯田・福島 下飯田公民館 2月22日（金） 

下川辺 下川辺公民館 2月26日（火） 

下麻生・下吉田上 川辺町北部公民館 2月27日（水） 

上川辺・上石神 川辺町コミュニティーセンター 2月28日（木） 

比久見・下吉田下 川辺海洋センター（B＆G） 2月29日（金） 

西栃井 西栃井公民館 3月 4日（火） 

中川辺・下石神 役場3階第３会議室 3月 5日（水） 

日　　程 会　　　　　場 

    

　
左
表
の
と
お
り
申
告
相
談
会
場

が
開
設
さ
れ
ま
す
。 

                    

※
受
付
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午

　
後
３
時
ま
で
で
す
。 

※
土
日
は
休
み
と
な
り
ま
す
。 

※
対
象
地
区
以
外
の
人
の
受
付
け

　
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
協
力
を

　
お
願
い
し
ま
す
。 

※
土
地
建
物
の
譲
渡
所
得
の
申
告 

　
相
談
は
、
各
地
区
の
会
場
で
は

　
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
役
場
ま
で

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

      

・
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
） 

・
申
告
書
（
手
元
に
な
い
人
は
相

　
談
会
場
の
も
の
を
ご
利
用
く
だ

　
さ
い
） 

・
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
者
・

　
年
金
受
給
者
の
人
） 

・
収
支
内
訳
書
（
営
業
所
得
・
農

　
業
所
得
・
不
動
産
所
得
の
あ
っ

　
た
人
） 

・
売
買
契
約
書
及
び
譲
渡
に
係
る

　
必
要
経
費
の
領
収
書
（
土
地
建

　
物
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
が
あ
っ

　
た
人
） 

・
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
、

　
生
命
保
険
等
の
各
種
保
険
料
控

　
除
証
明
書
、
医
療
費
の
領
収
書
、

　
障
害
者
手
帳
な
ど
　
（
各
種
控

　
除
を
受
け
る
人
） 

・
還
付
金
振
込
希
望
口
座
（
本
名

　
義
の
も
の
）
の
口
座
番
号
が
わ
か

　
る
も
の
（
還
付
申
告
を
す
る
人
） 

※
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
ら
れ

　
る
人
は
、
ま
ず
「
住
宅
借
入
金

　
等
特
別
控
除
チ
ェ
ッ
ク
表
」
を

　
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。
「
住
宅

　
借
入
金
等
特
別
控
除
チ
ェ
ッ
ク

　
表
」
は
申
告
相
談
会
場
ま
た
は

　
関
税
務
署
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。 

      

町
・
県
民
税
（
住
民
税
）
か
ら
の

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
（
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
）
に
つ
い
て 

　
税
源
移
譲
で
所
得
税
が
減
っ
た

こ
と
に
伴
い
、
所
得
税
か
ら
引
き

き
れ
な
く
な
っ
た
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
額
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
額
を
住
民
税
か
ら
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
市
町
村

へ
の
申
告
が
必
要
で
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
こ
の
申
告
書
は
、

申
告
相
談
会
場
ま
た
は
関
税
務
署

に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
広
報
か
わ
べ
12
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

 

日
曜
日
の
確
定
申
告
相
談
に
つ

い
て 

　
税
務
署
で
は
、
２
月
24
日
（
日
）

と
３
月
２
日
（
日
）
に
岐
阜
市
内

に
お
い
て
確
定
申
告
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
関
税
務

署
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
〜
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
〜
の
ご
案
内 

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を

利
用
す
る
と
、
自
宅
な
ど
か
ら
イ 

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
但
し
、

電
子
証
明
書
の
取
得
や
事
前
の
届

出
な
ど
が
必
要
で
す
）
。
今
年
は
、

最
高
５
０
０
０
円
の
税
額
控
除
が

受
け
ら
れ
、
添
付
書
類
の
提
出
が

不
要
に
な
る
な
ど
さ
ら
に
便
利
で

使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
詳
し

く
は
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://w

w
w
.e
-ta
x
.n
ta
.g
o
.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
申
告

に
つ
い
て 

　
平
成
19
年
分
の
消
費
税
・
地
方

消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
平
成
20

年
３
月
31
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

平
成
17
年
の
課
税
売
上
高
が
１
０

０
０
万
円
を
超
え
た
人
が
課
税
事

業
者
と
な
り
ま
す
。
川
辺
町
の
申

告
相
談
会
場
に
お
い
て
も
、
２
月

18
日
（
月
）
か
ら
３
月
17
日
（
月
）

ま
で
（
土
日
は
除
き
ま
す
）
消
費

税
確
定
申
告
書
の
受
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

  

申
告
相
談
日
程
表 

そ
の
他
の
お
知
ら
せ 

申
告
に
必
要
な
も
の 

（
主
な
も
の
） 

【
問
い
合
せ
先
】 

役
場
税
務
課
　 

　
５
３
―

２
５
１
４ 

関
税
務
署
　 

　
０
５
７
５
―

２
２
―

２
２
３
３ 

　
例
年
申
告
相
談
期
間
終
了

間
際
は
会
場
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。
さ
ら
に
老
年
者
控
除

廃
止
等
の
影
響
に
よ
り
、
こ

こ
数
年
は
申
告
す
る
人
の
数

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
申
告
は
で
き
る
だ

け
お
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
申
告
に
必
要

な
書
類
（
収
入
や
経
費
等
の

わ
か
る
も
の
）
は
事
前
に
ま

と
め
、
金
額
の
確
認
・
計
算

は
済
ま
せ
た
上
で
お
越
し
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

税
務
課
か
ら
の 

お
願
い 
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後期高齢者医療制度が始まります 

　『後期高齢者医療制度』は、75歳以上の高齢者を対象に、その心身の特性や生活実態などを踏
まえて、高齢者にふさわしい医療が受けられるように制度設計された新しい医療制度です。 
平成20年4月1日の制度開始から被保険者となる方には被保険者証が平成20年3月中に郵送されま
す。 

　75歳以上の方および65歳以上75歳未満の方で一定の障害があり広域連合の認定を受けた方は、それまで加

入していた国民健康保険や被用者保険から脱退し、後期高齢者医療制度に加入します。 

　医療給付や保険料の賦課は、岐阜県後期高齢者医療広域連合が行い、届出や申請などの窓口業務は市町村

が行います。 

　医療の給付に要する経費（自己負担金を除いた額）のうち約５割を公費、約4割を74歳までの方が加入す

る医療保険の支援金で負担し、残りの1割を被保険者全員の方が保険料として負担することになります。 

■ 後期高齢者医療制度のしくみ 

◆75歳以上の方は、75歳の誕生日から資格取得になります。 

◆65歳以上75歳未満の方で一定の障害があり広域連合の認定を受けた方は、認定日から資格取得になります。 

　65歳以上75歳未満の老人保健制度で障害認定を受けた方は、広域連合の認定を受けたものとみなされます。

なお、　障害認定を受けた方は、届出をすることで後期高齢者医療制度から脱退し、他の医療保険に加入す

ることができます。 

■ 資格を取得するとき 

　医療機関の窓口で支払う自己負担額は、かかった医療費の1割（現役並み所得者＊は3割）です。 

＊現役並み所得者：同一世帯に住民税課税所得が145万円以上の後期高齢者医療制度の被保険者がいる方。

ただし、被保険者の収入の合計が、同一世帯に被保険者が2人以上いる場合は520万円未満の方、1人のみの

場合は383万円未満の方は、申請により1割負担となります。 

■ 医療機関で支払う自己負担割合 

　後期高齢者医療制度の保険料率は、岐阜県内均一で定められ、2年ごとに見直されます。 

保険料額は、被保険者一人当たりの均等割額と、所得に応じた所得割額の合計で個人ごとに決めらます。 

■ 保険料 

　被保険者の方には、1人に1枚、後期高齢者医療被保険者証が交付さ

れます。被保険者証は水色でカードサイズとなります。4月からは、

この被保険者証を提示して診察･治療を受けます。 

■ 被保険者証 

平成20年4月から 

※保険料の限度額は、50万円（年額）となります。 

被保険者均等割額（年額） 39，310円 

所得割額（年額） 基礎控除後の給与所得金等×年7.39％ 
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●保険料の軽減 

【所得の少ない世帯に属する方】所得の少ない世帯の方は、世帯主及び被保険者の所得に応じて、保険料の

　被保険者均等割が軽減（7割、5割、2割）されます。 

【被用者保険の被扶養者であった方】被用者保険の被扶養者であった方は、制度加入時から2年間は被保険者

　均等割額を半額（5割）とし、所得割額を賦課しないとする軽減措置が適用されます。ただし、平成20年4

　月から9月までの半年間は保険料を徴収せず（＝凍結）、平成20年10月から平成21年3月までの半年間は被

　保険者均等割額を9割軽減した額となります。 

●納付の方法 

　①年額18万円以上の年金を受給されている方は、年金から天引きされます。【特別徴収】 

　※介護保険料と合わせた保険料が、年金受給額の1/2を超える場合は、特別徴収となりません。 

　※被用者保険の被扶養者であった方に対する年金からの天引きは、平成20年10月から行われます(＝凍結)。 

　②特別徴収以外の方は、市町村から送付される納付書や口座振替により納めて頂きます。【普通徴収】 

　1ヶ月の医療費が高額になったときは、申請をして認められると、自己負担限度額を超えた分が払い戻され

ます。 

　ただし、老人保健制度において、申請をされた方は後期高齢者医療制度に引き継がれますので、再度申請

する必要はありません。 

■医療費が高額になったとき(高額療養費)

　同じ世帯で、後期高齢者医療と介護保険の自己負担がある場合に、1年間に支払った自己負担を合算し、下記の限

度額を超えた場合に、超えた分が支給されます。 

■ 医療費が高額になったとき（高額介護合算療養費） 

被保険者の健康保持・増進のため、市町村と協力して健康診査（仮称：ぎふ・すこやか健診）を実施します。 

 

【問い合わせ先】岐阜県後期高齢者医療広域連合　TEL058-387-6368 

　　　　　　　　 または役場住民課　TEL53-2511（内線125） 

■ 健康健診 

自己負担限度額（月額） 

自己負担限度額（毎年8月から翌年7月までが対象)

67万円（89万円） 

56万円（75万円） 

31万円（41万円） 

19万円（25万円） 

所 得 区 分 外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯単位） 

8，000円 

8，000円 

24，600円 

12，000円 

44，400円 

44，400円 

15，000円 

＊平成20年度については、平成20年4月から

平成 21年 7月までを期間とし、通常より高い

限度額となる（　　）内の額を適用します。た

だし、平成 20年 8月以降に自己負担が集中し

ている場合等は、通常の限度額を適用します。 

★（　）内は過去12ヶ月間に4回以上支給を受けた場合の4回目からの限度額 

現役並み所得者 

現役並み所得者 

一　　　　　般 

一　　　　　般 

低 所 得 者 　  

低 所 得 者 　  

80，100円＋医療費が267，000円を越えた場合は、超えた分 
の1％を加算（44，400円） 

低 所 得 者 　  

低 所 得 者 　  
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【3月の主な行事予定】 

〈開 館 時 間〉午前の部　  9: 00～12 :00 

　　　　　　     午後の部　13 :00～17 :00 

〈閉　 館　 日〉　日曜、祝日 

〈問い合わせ先〉川辺町児童館　TEL 53-4451

〈問い合わせ先〉　子育て支援センター TEL 53－4388
〈開 館 時 間〉　9:30～12:00/13:00～16:00  
〈利用対象者〉　0歳～就学前までの児童と保護者 
〈休　館　日〉　土・日曜日、祝日 
　　　　　　　年末年始12/29～1/3

☆子育て相談 

　子育てに関する悩みや不安はありませんか？お気

軽にご相談ください。お電話もお待ちしています。 

すくすくひろば 

　☆0・1歳児対象（火曜日）10時～  

  　　4日・・・読み聞かせ（ブレーメンのお話隊） 

　　11日・・・カレンダー作り 

　　18日・・・ふれあい遊び 

わくわくひろば 

　☆2才以上対象（金曜日）10時～  

 　 　7日・・・読み聞かせ（ブレーメンのお話隊） 

　　14日・・・カレンダー作り 

　　21日・・・おたのしみ会（児童館合同） 

発育測定・相談 

　　24日　10時～11時 

　　　　　（持ち物）母子手帳、タオル 

○おたのしみ会は、春から入園されるお子様対象

　です。第3保育園の園庭で、お弁当を一緒に食

　べて1日楽しく遊びましょう。3月3日（月）より

　受付をします。(先着30名程度) 

○カレンダー作りと、ふれあい遊びは、午前10時

　からと午後1時半からの2回行ないます。どちら

　でも都合のよい方に参加できます。 

28日（金）は、ワックスがけの為、休館にします。

よろしくお願いします。 

【3月の主な行事予定】 

予定は、変更になることもあります。 

 

　身近な材料を使って自分だけの作品をつくろう。 
指導員が、個人に合わせて丁寧に教えてくれるの
で、安心です。事前の申込みが必要ですので、児
童館だよりをご覧下さい。 

工作の日　（毎月第3土曜日）　13：30～ 

　毎月みんなで楽しく活動していています。 
新しいじゃんけんあそびや鬼ごっこなど行ってい
ます。ぜひ、友だちを誘って遊びに来てください。 
（参加は、無料です。） 

☆活動の無い日も、広いプレイルームや、中庭の芝生 

　広場で、自由に遊べます。 

【読み聞かせ】 【かるた遊び】 

【サークル登録】 

　サークル登録は、子育て支援センター受付にて、毎日 

行っています。 

 1日（土）　映写会 

 3日（月）　スマイル☆きっず 

 5日（水）　おとうさん広場 

 8日（土）　なかまあそび 

12日（水）　あかちゃん広場 

15日（土）　工作の日 

17日（月）　ハッピー☆きっず 

19日（水）　おとうさん広場 

22日（土）　読み聞かせ 

 

なかまあそびの日（毎月第2土曜日）13：30～ 
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（都合により日時などが変更になることもあります。） 

入札参加業者数 工　事　名 工事場所 予定価格 落札価格 落札業者 

川辺町下川辺地内 佐伯綜合建設 
株式会社 

山楠公園グラウンド 
トイレ改修工事 

8,316,000 7,980,000 6

 ＊入札結果詳細は、総務企画課にて閲覧できます。【問い合わせ先】総務企画課　TEL 53-2511（内線216） 

予定価格が500万円以上の町発注公共工事（建設工事）に係る入札の結果です。 

3

相 談 窓 口 相 談 窓 口 

■保育所・学校行事 

 

■ごみ収集 

 12　・13　・26　・27　　ペットボトル 

12　・13　　蛍光管 

 6　     　　  金物・食用缶・不燃粗大 

11　　　　　 陶器類 

14　・28　　その他プラスチック 

　           （午前9時までに出してください） 

 

3

公共工事入札結果　12月の入札 

健康相談 
【日時】2月21日（木）　10時～11時 
　　　　2月22日（金）　10時～11時 
　　　　3月  4日（火）　13時～14時 
【場所】保健センター  
        　（21日は､やすらぎの家） 
【相談者】保健センター職員 
【問い合わせ先】保健センター　Tel 53-2515 
 
無料法律相談【要予約】 
【日時】2月13日（水）13時～16時 
　　　　3月12日（水）13時～16時 
【場所】やすらぎの家 
【相談者】岐阜県弁護士協会 
【問い合わせ先】やすらぎの家　Tel 53-2121 
 
人権相談 
【日時】2月21日（木）13時～16時 
【場所】やすらぎの家 
【相談者】人権擁護委員 
【問い合わせ先】役場住民課　Tel 53-2513

心配ごと相談 
【日時】2月20日（水）9時～12時 
【場所】やすらぎの家 
【相談者】心配ごと相談員 
【問い合わせ先】役場住民課　Tel 53-2513 
 
川辺町教育相談電話 
【日時】月～金曜日　8時30分～17時15分 
【場所】専用電話での相談 
　　　　Tel 53-4649（直通） 
【相談者】教育委員会担当職員 
【問い合わせ先】教育委員会  Tel 53-2650 
 
男女共同参画プラザ　相談窓口 
【相談内容】子育て・DV・セクハラ・家庭など 
【日時】日～木曜日　9時00分～12時00分 
　　　　　　　　　 13時00分～17時00分 
【場所】専用電話での相談 
　　　　Tel058-278-0858（直通） 
【相談者】（財）岐阜県地域女性団体協議会職員 
【問い合わせ先】（財）岐阜県地域女性団体協議
　　　　　　　　　　会職員 
　　　　　　　　県民ふれあい会館3階 
　　　　　　　　Tel058-275-4386

 3　　 ひな祭り会（第一・二・三保育所） 

  5　　 お別れ遠足（第二保育所） 

 7　　 避難訓練（第三保育所） 

10　　 卒業式（川辺中学校） 

12　　 お別れ遠足（第一保育所） 

13　　 お別れお楽しみ会（第二保育所） 

19　　 お別れ遠足（第三保育所） 

19　　 年長児とのお別れ会（第一保育所） 

25　　 卒業式（各小学校） 

26　　 終了式（各小中学校） 

27　　 卒園式（各保育所） 
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2月の税 
固定資産税　4期 

＊納付は便利な口座振替で 

納期限　2月29日まで 

会
場
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
と

は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
事
項
に
関
し
て
納
税
者
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
不
服
を
審
査
す

る
た
め
に
、
専
門
的
知
識
を
有
す

る
者
な
ど
で
組
織
さ
れ
た
中
立
的

な
第
三
者
機
関
と
し
て
各
市
町
村

に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

 
　
平
成
19
年
第
４
回
定
例
会
（
12

月
議
会
）
で
、
議
会
の
同
意
を
得

て
、
次
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

中
川
辺
　
垣
下
公
子
　
氏          

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
期
目
） 

 

　
任
期
は
、
平
成
20
年
２
月
８
日

か
ら
平
成
23
年
２
月
７
日
ま
で
の

３
年
間
で
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

役
場
総
務
企
画
課 

　
５
３
―

２
５
１
１ 

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
２
） 

       

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
＆ 

J
I
C
A
フ
ェ
ア
の
開
催 

　
岐
阜
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
は

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
＆
J
I
C
 

A
フ
ェ
ア
08
を
開
催
し
ま
す
。 

　
海
外
で
働
く
こ
と
や
海
外
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
は
あ

る
も
の
の
、「
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
」
、「
誰
か
相
談
で

き
る
人
は
い
な
い
か
」
と
悩
ん
で

い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
疑

問
を
解
決
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

平
成
21
年
３
月
２
日 

午
後
1
時
〜
午
後
４
時
30
分 

【
場
所
】 

ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
G
 

２
階
（
J
R
岐
阜
駅
内
）
　
　 

【
内
容
】 

・
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
制
度
説 

　
明
＆
体
験
談 

・
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度 

　
説
明
＆
体
験
談 

・
個
別
ブ
ー
ス
相
談
　
な
ど 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

（
財
）
岐
阜
県
国
際
交
流
セ
ン
タ 

ー 　
０
５
８
―

２
７
７
―

１
０
１
３ 

    

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集 

　
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

は
、
青
年
海
外
協
力
隊
、
シ
ニ
ア

海
外
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
世
界
の
開
発
途
上
国
で 

現
地
の
人
々
と
同
じ
生
活
を
し
な

が
ら
、
と
も
に
働
き
、
国
づ
く
り

に
貢
献
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。 

　
ま
た
春
募
集
の
期
間
中
、
帰
国

し
た
隊
員
の
体
験
談
お
よ
び
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
日
時
お
よ
び 

 

（h
ttp
://w

w
w
.jic
a
.g
o
.jp

）
か

以
下
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
部 

　
０
５
２
―

７
０
２
―

１
３
９
１ 

（
平
日
午
前
９
時
30
分
〜 

　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
） 

   

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑

留
者
、
引
揚
者
の
み
な
さ
ま

へ 　
旧
軍
人
等
で
恩
給
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
に

ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル
に
強
制
抑
留
さ

れ
た
方
、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外 

の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ

た
方
の
「
ご
本
人
」
に
慰
藉
の
年

を
表
す
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
名

の
「
特
別
慰
労
品
」
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。 

　
過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
な
ど
を
受
け
た
方
、
書
状
を
受

け
る
資
格
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
請
求
さ
れ
て
な
い
方
も
対

象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
請
求
書

は
役
場
住
民
課
窓
口
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。 

【
請
求
期
間
】 

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金 

　
０
１
２
０
―

２
３
４
―

９
３
３ 
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【問い合わせ先】役場上下水道課　TEL 53-7213

●水洗化人口、世帯…下水道利用者人口（世帯） 
●水洗化率……下水道整備区域の内の下水道利用割合 
●区域内人口…下水道整備区域の人口 

 
下水道区域内の方は下水道への早期接続をお願いします。 

また、寒い日が続きますので、水道管の凍結にご注意 

ください。 

水洗化人口 水洗化世帯 水洗化率 

当 月 末  

前月との比較 

5,734人 1,780世帯 68.6% 

 +0.5% 

 

+38人 +7世帯 

区 域 内 人 口  8,363人 

 

下水道の接続状況 （平成19年12月31日現在） 
～上下水道課からのご案内～ 

交
通
遺
児
奨
励
金
支
給
事
業 

　
岐
阜
県
で
は
、
５
月
５
日
の
「
こ

ど
も
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
次
の

と
お
り
交
通
遺
児
の
方
に
奨
励
金

を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
該
当
さ

れ
る
方
は
、
役
場
総
務
企
画
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】 

　
毎
年
５
月
５
日
現
在
、
岐
阜
県

内
に
居
住
さ
れ
て
お
り
、
交
通
事

故
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
生
計
を
共

に
し
て
い
た
父
ま
た
は
母
を
な
く

さ
れ
た
方
で
、
義
務
教
育
終
了
ま

で
の
方
お
よ
び
高
等
学
校
在
学
中

で
満
20
歳
未
満
の
方
。 

※
交
通
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子

縁
組
し
た
方
、
も
し
く
は
父
ま
た

は
母
が
再
婚
し
生
計
を
共
に
す
る

こ
と
と
な
っ
た
方
は
除
き
ま
す
。 

【
奨
励
金
の
額
（
一
人
あ
た
り
）】 

乳
幼
児
・
小
学
生
１
５
０
０
０
円 

中
学
生
　
　
　
　
２
０
０
０
０
円 

高
校
生
等
　
　
　
２
５
０
０
０
円 

【
申
込
期
限
】 

平
成
20
年
２
月
26
日
（
火
）
ま
で 

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】 

役
場
総
務
企
画
課 

　
５
３
―

２
５
１
１ 

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
３
） 

   

可
茂
公
設
市
場
一
般
開
放
の

お
知
ら
せ 

　
可
茂
公
設
市
場
で
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
に
市
場
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
市
場
の
一
般
開
放

を
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
青
果
物

な
ど
の
販
売
を
行
い
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

平
成
20
年
３
月
２
日
（
日) 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時 

【
場
所
】 

可
茂
公
設
市
場 

（
可
児
市
川
合
６
３
６
番
地
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

可
茂
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合 

　
０
５
７
４
―

６
２
―

７
７
１
１ 

  

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
募
集 

　
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
地

域
に
あ
る
子
ど
も
会
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
に
作
ら
れ
る
組
織
で
、

中
学
生
・
高
校
生
を
中
心
に
し
て

地
域
の
子
ど
も
会
の
夏
祭
り
や
ク

リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
行
事
の
お
手

伝
い
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指

導
を
し
た
り
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指

導
等
の
技
術
を
あ
げ
る
た
め
に
他 

の
市
町
村
の
団
体
と
合
同
で
研
修

し
た
り
、
県
や
国
な
ど
の
子
ど
も

会
組
織
が
開
催
す
る
宿
泊
研
修
な

ど
に
参
加
し
た
り
し
ま
す
。 

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
川
辺
町
教

育
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

　
　 

【
対
象
者
】 

　
川
辺
町
に
住
ん
で
い
る
方
で
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
を
希
望
す
る

中
学
生
・
高
校
生
ま
た
は
こ
れ
と

同
等
の
年
齢
の
者
。（
小
学
生
に
つ

い
て
は
、
希
望
が
あ
れ
ば
高
学
年

に
限
り
可
能
で
す
。）
保
護
者
の
同

意
を
必
要
と
し
ま
す
。 

【
申
し
込
み
期
間
】 

随
時
受
付
中 

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】 

川
辺
町
教
育
委
員
会 

（
川
辺
町
中
央
公
民
館
内
） 

　
５
３
―

２
６
５
０ 

　
　
　
　
　
　
（
内
線
５
１
５
） 

        
予
備
自
衛
官
補
募
集 

　
防
衛
省
で
は
、
予
備
自
衛
官
補

（
一
般
・
技
能
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。 

　
予
備
自
衛
官
補
と
は
、
社
会
人

や
学
生
の
方
が
、
３
年
以
内
に
50

日
間
（
技
能
は
２
年
以
内
に
10
日

間
）
の
教
育
訓
練
を
受
け
、
予
備

自
衛
官
と
な
る
制
度
で
す
。 

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
応
募
資
格
】 

・
一
般
　
18
歳
以
上3

4

歳
未
満 

・
技
能
　
18
歳
以
上
で
保
有
す
る

　
技
能
に
応
じ
53
〜
55
歳
未
満 

【
受
付
期
間
】 

平
成
20
年
４
月
14
日 

（
締
切
日
必
着
） 

【
処
遇
等
】 

・
非
常
勤
の
特
別
国
家
公
務
員 

・
日
額
７
９
０
０
円
の
教
育
訓
練

　
招
集
手
当
が
支
給 

・
教
育
訓
練
期
間
の
食
事
は
無
料
、

　
被
服
は
貸
与 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

自
衛
隊
美
濃
加
茂
地
域
事
務
所 

　
２
５
―

７
４
９
５ 
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広
報
か
わ
べ
の
古
紙
配
合
率
に

つ
い
て 

　
昨
今
、
年
賀
状
や
コ
ピ
ー
用
紙

な
ど
の
古
紙
配
合
率
が
公
称
よ
り

大
幅
に
下
回
っ
て
い
た
と
い
う
問

題
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
広
報
か
わ
べ
」
は
古
紙
配
合
率

1
0
0
％
の
用
紙
を
指
定
し
て
い

ま
す
が
、
用
紙
の
製
造
元
か
ら
当

該
製
品
の
古
紙
配
合
率
の
偽
造
は

な
い
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
古
紙
が
市
場
に
不
足
し

て
い
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
特

に
古
紙
配
合
率
の
高
い
再
生
紙
の

価
格
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
来
年
度
以
降
の
「
広
報
か

わ
べ
」
に
使
用
す
る
用
紙
の
古
紙

配
合
率
は
現
在
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。 平成20年2月7日号　Vol.464

その30

　
古
来
よ
り
、
式
内
太
部
神
社
と

し
て
広
く
近
隣
に
知
ら
れ
て
い
た

神
社
で
す
。 

　
創
建
年
月
は
明
ら
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
奈
良
時
代
（
七
一
〇

〜
）
に
は
、
既
に
神
社
が
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
神
社
の
由
来
に
よ
れ
ば
、
幾
度

か
の
火
難
に
よ
り
由
緒
書
お
よ
び

書
類
な
ど
が
、
す
べ
て
焼
失
し
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

明
治
年
代
以
降
は
、
産
霊
神
社
と

称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
式
内
神
社
と
し
て
の
、
太
部

古
天
神
社
（
中
川
辺
）
と
の
系
譜

争
い
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
そ
の

後
、
他
町
村
の
記
録
か
ら
、
太
部

神
社
の
存
在
が
立
証
さ
れ
、
昭
和

二
年
（
一
九
二
七
）
に
な
っ
て
、

再
び
そ
の
名
称
が
復
活
し
た
の
で

し
た
。 

　
往
古
、
神
社
は
現
在
地
よ
り
北

方
向
の
八
反
田
に
あ
り
ま
し
た
。

現
在
の
田
中
神
社
が
そ
の
跡
で
す
。

そ
の
た
め
、
そ
の
土
地
を
元
太
部

と
も
呼
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
こ
こ
よ
り
藤
の
木
あ
た
り
迄
は
、

広
い
車
道
が
あ
っ
て
、
例
祭
に
は

山
車
が
出
て
い
ま
し
た
。
祭
の
主

役
で
あ
っ
た
稚
児
も
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
火
難
に
よ
り

焼
失
し
、
山
車
の
復
活
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
江
戸
時
代
の
こ
と

で
す
。 

　
こ
の
地
方
は
古
代
に
は
、
太
部

氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
、
あ

る
い
は
公
田
の
設
置
か
ら
田
部
ー

太
部
と
な
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　
境
内
に
は
太
鼓
橋
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
近
辺
の
神
社
で
は
珍

し
い
存
在
で
す
。
そ
れ
に
正
徳
三

年
（
一
七
一
三
）
作
の
、
狛
犬
一

対
が
あ
り
ま
す
。 

　
神
社
建
立
の
手
掛
か
り
と
な
る

棟
札
は
、
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）

と
、
同
四
年
（
一
五
七
七
）
の
も

の
が
最
も
古
い
も
の
で
す
。
特
に

四
年
の
棟
札
は
、
米
田
城
主
肥
田

氏
の
家
老
、
田
口
孫
左
右
衛
門
の

筆
に
な
る
も
の
で
、
損
傷
も
少
な

く
、
貴
重
な
も
の
で
す
。 

川
辺
町
文
化
財
調
査
室
 

　
　
　
　
　
　
　
　
 
木
下
尚
年
 

 

※
ふ
る
さ
と
の
史
話
を
執
筆
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
、
木
下
尚
年
さ
ん

は
９
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
が
、

ご
遺
族
の
了
解
を
得
て
、
生
前
お
預

か
り
し
て
い
た
原
稿
に
よ
り
３
月
号

ま
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

○ 77

　
１
月
号
の
本
コ
ラ
ム
（
町
長
の

机
か
ら
　
第
７
６
回
「
新
春
に
思

う
」
）
に
対
し
て
、
投
書
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
ず
１
月
号
で
は
、
中
学
校
時

代
の
恩
師
の
話
を
紹
介
し
ま
し
た
。

進
路
選
択
に
は
２
つ
の
考
え
方
が

あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
第
１
は
、

将
来
の
大
き
な
夢
、
目
標
を
描
き
、

そ
の
目
標
に
到
達
す
る
た
め
の
行

程
を
考
え
、
そ
の
行
程
に
従
っ
て

進
路
を
決
定
す
る
も
の
。
例
え
ば
、

医
者
に
な
る
と
い
う
夢
を
描
き
、

そ
の
た
め
に
大
学
の
医
学
部
を
受

験
す
る
と
い
う
具
合
で
す
。
第
２

は
、
当
面
す
る
問
題
に
細
心
、
最

大
の
注
意
を
は
ら
っ
て
取
り
組
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
お
の
ず
と
道
が

開
け
て
く
る
も
の
。
い
ま
こ
の
時

点
で
は
、
将
来
の
職
業
ま
で
は
わ

か
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
高
校
入
試

が
迫
っ
て
い
る
か
ら
全
力
で
取
り

組
も
う
、
そ
の
あ
と
の
こ
と
は
、

そ
の
時
考
え
よ
う
、
と
い
う
も
の

で
す
。
い
ず
れ
の
考
え
方
も
可
能

で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も

真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

あ
る
、
と
い
う
話
で
し
た
。 

　
こ
れ
に
対
し
て
投
書
で
は
、
政

治
に
関
し
て
は
第
１
の
考
え
方
を

採
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
バ

ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
と
呼
ぶ
。

第
２
の
考
え
方
は
対
症
療
法
的
・

短
期
的
発
想
で
あ
る
、
と
批
判
さ

れ
て
い
ま
す
。
内
容
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
（
原
文
の
ま
ま
） 

 

　
民
主
主
義
下
の
政
治
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
「
バ
ッ
ク

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
方
法

の
採
用
で
あ
ろ
う
。
現
状
か
ら
出

発
し
て
個
々
の
問
題
点
を
把
握
し
、

対
症
療
法
的
に
対
策
を
積
み
上
げ

て
行
く
短
期
的
発
想
（
フ
ォ
ー
キ

ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
で
は
な
く
、
ま

ず
あ
る
べ
き
姿
を
描
い
て
そ
の
最

終
到
達
点
を
意
識
し
て
そ
の
為
の

対
策
を
積
み
上
げ
て
ゆ
く
や
り
方

で
あ
る
。
こ
の
方
法
を
具
体
化
す

る
た
め
に
は
、
政
治
家
は
ま
ず
国

民
に
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
と
し
て
示
し
、
国
民
あ
げ

て
徹
底
し
た
討
論
を
求
め
て
ゆ
く

と
い
う
過
程
か
ら
始
め
る
必
要
が

あ
る
。
福
祉
国
家
づ
く
り
の
た
め

に
、
ま
ず
は
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
確
立

か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

（W
E
D
G
E
2
0
0
7
S
E
P
T
E
M
B

E
R
 

よ
り
）
　 

　
政
治
と
進
路
選
択
と
い
う
違
い

は
あ
る
も
の
の
、
す
ば
ら
し
い
ご

意
見
だ
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、

進
路
選
択
に
お
い
て
も
、
第
１
の

方
法
、
す
な
わ
ち
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
の
方
が
優
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
第
２
の
方
法
は
、
も

し
か
す
る
と
進
路
に
悩
む
生
徒
た

ち
を
勇
気
づ
け
る
方
便
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
は
亡
き

恩
師
の
、
そ
こ
は
か
と
な
い
愛
を

感
じ
ま
す
。
投
書
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

　
　
　
　 

川
辺
町
長
　
佐
藤
光
宏 

太
部
神
社 

太
部
神
社 

「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」と「
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」 

「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」と「
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」 
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